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 この広報誌は、

赤い羽根共同募金の配分を受けて作成しています

　11月 29 日に第 10回遠野市社会福祉大会が開催され、表彰式典後の第２部ではカシオペア権利擁護支援セ

ンター職員らによる記念講演「特殊詐欺から友蔵を守れ」が上演されました。劇中には遠野祭りや明けがらす

など遠野に馴染み深いものを織り交ぜる工夫が凝らされ、権利擁護制度の必要性を楽しく学ぶことができまし

た。写真は記念講演の一幕（詳細については２・３ページをご覧ください）
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１_社会福祉事業功労者を
　 代表し、遠藤惠悦さんが
　 賞状を受領

２_参列者に及川増德大会
　 長から挨拶

　

11
月
29
日
、
あ
え
り
あ
遠
野
に
お
い
て
第
10
回
遠
野
市
社
会
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
に
白
岩
保
育
園
の
園
児
に
よ
る
踊
り
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
、
市
内
の
社
会
福
祉
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、
地
域
福
祉
に
尽
力
さ
れ
た
方
々
を
顕
彰
し
、

感
謝
を
表
す
る
た
め
に
開
催
さ
れ
、
今
年
は
個
人
82
名
、
14
団
体
に
表
彰
状
・
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

♢
社
会
福
祉
事
業
功
労
者
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ボ
ラ
ン
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ィ
ア
活
動
功
労
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①
社
会
福
祉
団
体
役
職
員

・
社
会
福
祉
団
体
役
員
と
し
て
、通

算
10
年
以
上
在
職
し
た
者
。

・
社
会
福
祉
団
体
の
職
員
と
し
て
、

年
齢
40
歳
以
上
50
歳
未
満
の
場
合

は
通
算
20

年
以
上
勤
務
し
た
者
。

年
齢
50
歳
以
上
の
場
合
は
15
年
以

上
勤
務
し
た
者
。

②
民
生
委
員
・
児
童
委
員

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
、

通
算
12
年
以
上
在
職
し
た
者
。

　

７
年
以
上
に
わ
た
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
で
社
会
福
祉
事

業
に
著
し
く
貢
献
し
た
個
人
及
び

団
体

第

10

回

遠

野

市

社

会

福

祉

大

会

１

２
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♢
社
会
福
祉
寄
附
功
労
者

♢
感
謝
状

♢
共
同
募
金
運
動
功
労
者

♢
褒
賞
・
在
宅
介
護
者
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友
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書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
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ゆ
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い
き
い
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サ
ロ
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な
じ
む
会
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ち
び
っ
こ
ク
ラ
ブ
ち
ゅ
ん
ち
ゅ
ん

遠
野
駅
裏
サ
ロ
ン
材
木
町

青
笹
わ
い
わ
い
館
か
だ
る
べ

遠
野
お
お
つ
ち
会
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ネ
（
附
馬
牛
町
）

小　

松　
　

明　

 

（
早

瀬

町
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福
祉
基
金
な
ど
に
対
し
て
過
去
２
年
以

内
に
お
い
て
通
算
５
万
円
以
上
の
寄
附
者

（
個
人
）、
団
体
な
ど
に
お
い
て
は
過
去
２

年
以
内
に
お
い
て
通
算
10
万
円
以
上
の
寄

付
者
。

　

７
年
以
上
に
わ
た
り
共
同
募
金
運
動
に

貢
献
し
た
個
人
。

　

在
宅
要
援
護
者
の
介
護
に
、
７
年
以
上

携
わ
っ
た
個
人
。

　

社
会
福
祉
事
業
に
８
年
以
上
に
わ
た
り

従
事
し
、
そ
の
功
績
が
顕
著
な
者
。

　

式
典
後
、
カ
シ
オ
ペ
ア
権
利
擁
護
支
援
セ
ン

タ
ー
職
員
ら
に
よ
る
演
劇
「
特
殊
詐
欺
か
ら
友

蔵
を
守
れ
」
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

成
年
後
見
制
度
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
よ
う

と
始
め
た
も
の
で
す
。

　

認
知
症
で
あ
る
友
蔵
が
「
還
付
金
が
あ
る
」

と
い
う
電
話
を
と
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
物
語
が
大

き
く
動
き
出
し
ま
す
。
認
知
症
に
な
っ
て
も
安

心
し
て
自
分
の
意
志
決
定
を
し
て
い
く
た
め
に

成
年
後
見
制
度
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
コ
ミ
カ

ル
に
表
現
し
、
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

演
劇
で
知
る

　

「
成
年
後
見
制
度
」
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育んできた里の心　遠野健康福祉の里 30 周年育んできた里の心　遠野健康福祉の里 30 周年

地域共生社会推進セミナー開催地域共生社会推進セミナー開催

　遠野市では、平成 6年の遠野健康福祉の里開所当初から保健・医療・福祉・介護の一体的なサービス提供を推進し、

令和 3年からは重層的支援体制整備事業に手を挙げ、全国に先駆けて取り組んでいます。

　福祉で広がる地域づくりを推進するため、地区センター等 9箇所に丸ごと相談員を配置し、地域と密着した支

援体制を整えています。

　11 月 17 日、遠野健康福祉の里が開所 30 周年を迎えた

ことを記念し、地域共生社会推進セミナーがあえりあ遠野

で開催され、市民をはじめ福祉関係者など約 250 名が参加

しました。

　今日、少子高齢化や人口減少とともに、地域や家族、企

業等のつながりが薄れ、地域住民が抱える課題は複雑化・

複合化しています。このような状況の中、遠野市は小さな

拠点を基盤とした地域づくりを推進しており、より一層、

福祉、地方創生、まちづくり等の施策と連携をして取り組

んでいく必要があります。こうした背景のもと“これまで”

を振り返り、“これから”の未来を考える機会となりました。

　日本テクノエイド協会理事長の大橋謙策氏が「地域共生社会政策におけ

る重層的支援体制整備事業及びコミュニティソーシャルワーク」をテーマ

に講演を行い、地区センターを拠点とした福祉によるまちづくりの更なる

充実を訴えました。　

　その後、パネルディスカッションが行われ、さまざまな形で地域とつな

がっている３名からそれぞれの活動が発表されました。丸ごと相談員の菊

池静子さん（社協）は、地域で孤立しがちだった男性と適度な距離感を保

ちながら関わりを深めていくなかで、学習支援ボランティアを始め、子ど

もたちの支えとなっているケースを紹介しました。「相談員という、人を

支える立場ですが関わり合いの中から学ぶことが多く、いつも助けても

らっています。支援者は様々な人と繋がっていることで、その人に合った

支援ができると感じています」と話しました。

４

　温泉に併設されている交流スペース

「オドロッ館」を地域に開放し、一人

暮らし交流会や笑いヨガなどの行事等

で活用され、今や交流の場となってい

ます。

　さちさんの暮らす地域でも人の集ま

りが少なくなってきたと話し、少しで

も人の集まる場所になれば嬉しいと締

め括りました。

踊鹿温泉天乃湯（遠野市）

代表　阿部 さち氏

　「ちょっと助けて」が気軽に言える

コミュニティを目指し、ボランティア

の仕組み「しきしま支え合いシステム」

を立ち上げました。その拠点となるの

が「しきしまの家」です。

　地域の団体から社会貢献に取り組む

都市部の企業などが協力しあい持続的

な地域を目指しています。

しきしまの家運営協議会（愛知県）

副代表　板倉 小夜子氏

記事の中で触れるこ

とができなかった 2

名の活動内容を紹介

します。

パネルディスカッション
紹介

●様々なつながりで育む「新たな地域支え合い」

●一体的な保健・医療・福祉・介護の 30年
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５

　小学生の冬休みに合わせて、市内 4か所でコミュニティ食堂が開かれました。その地域に住むこども達が集まり

ごはんを食べるだけに留まらず、高校生とデザートを作ったり、一から蕎麦を作ったりという体験を通して多世代

が繋がり交流する拠点にもなってきています。

　食堂の運営には高校生等がボランティアで携わったり、地域で育てた野菜が活用されたりと、様々な人の思いが

寄せられ地域の新たな居場所として存在感を増しています。

1_地域の人が作った蕎麦粉で蕎麦を打つ様子

2_ 高校生と一緒に作った豚汁とおにぎりをこども達に配膳

3_ お昼ご飯の前にカップケーキを作りました

4_ 親子でカレーを食べに来ました

～自分にもできることを～～自分にもできることを～

こども食堂講座開催こども食堂講座開催
～私にできること～

子ども食堂でボランティア活動

　11 月 15 日、子どもの居場所ネットワークいわて

の川守田恵美子氏を講師に、こども食堂講座が開か

れ 25 人が参加しました。

　講座の中では県内の現状や活動の始め方、こども

食堂の果たす役割などが語られました。

　参加した方の１人は、「子どもに限らず、誰でも

来てもいいと思える場所になればいいなと思った。

自分も子ども食堂をはじめてみたい」と話し、現在

は開所に向けて準備を進めているそうです。

　附馬牛地区センターで行われたもぐもぐ食堂に、

1人の中学生の姿がありました。

　児童館の先生から声をかけられたことがきっかけ

で参加し今回で２回目。「自分もお世話になった児

童館なので恩返しの気持ちで参加しました。顔見知

りの子も多く、人と交流できるのが楽しいです。ボ

ランティアには興味があるので、きっかけがあれば

色んなボランティアに参加してみたい」と話してい

ました。

子どもも大人も集う場所子どもも大人も集う場所

冬休みに合わせてこども食堂開設冬休みに合わせてこども食堂開設

４【青笹町】わいわい食堂４【青笹町】わいわい食堂

３【遠野町】冬休み子どもランチ３【遠野町】冬休み子どもランチ

１【附馬牛町】もぐもぐ食堂１【附馬牛町】もぐもぐ食堂

２【松崎町】スマイルランチ松崎２【松崎町】スマイルランチ松崎
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　11 月 27 日、28 日、12 月 6 日、9日の計 4日間、農福連携事業の

取り組みで「マイ・ほうき作り」を開催しました。今年度の参加者

は 14 名と過去最高の申し込み人数となり、2グループに分け開催し

ました。

　27 日、28 日は参加者が種から育てたほうき草を持ち寄り、下準備

を行いました。長さや太さを揃えるこの作業がほうきの出来栄えを

左右する為、一本一本吟味して選別しました。

　12 月 6 日、9日はほうきを編み込みます。全身を使っての慣れな

い作業で苦戦しながらもなんとか形にしていきました。

　初めて参加された阿

部憲一さん（上郷町）

は、「こんなに難しい

とは思わなかった！手

伝ってもらいながら

も、自分で育てたほう

き草が形になり満足で

す」と話しました。

６

令和６年度権利擁護市民セミナー開催

ボランティア交流会開催

技術の結晶　自慢の一本

マイ・ほうき作り講座

元気なうちに知っておこう！元気なうちに知っておこう！

　12 月３日（火）、遠野健康福祉の里を会場に「令和６年度権利擁護市民セミ

ナー」が開催され市民、福祉関係者等計 22 名が受講しました。

　このセミナーでは、「元気なうちに知っておこう」をテーマに、畠山信秀司法

書士、市まちづくり推進課、健康長寿課の職員を講師に、「相続」、「空き家対策」、

「人生会議」について講義を受けました。認知症などにより判断することが難し

くなった場合に備えて、自分の財産や最期をどうしていきたいかを形として残

す重要性が語られました。

　参加された方々からは「今後ますます大事なことだ、また受講したい」等の意欲的な感想が多く挙がりました。

　11 月 20 日（水）、遠野市ボランティア連絡協議会主催のボランティア交流会

があえりあ遠野を会場に開催されました。市内でボランティア活動に取り組ま

れている方多数の他、来賓に鈴木副市長をはじめ当協議会の及川増德会長など

を迎えました。

　市内の児童館等で人形劇や紙芝居の上演を行っているグループわらべが人形

劇を披露し、参加者を楽しませました。

　また、各団体が今後も活動を継続していけるよう、これまでの活動を振り返っ

て意義のあったことや失敗談等意見交換できる時間を設け、活発な話し合いとなりました。

温かな雰囲気の中作業された

12月 6日の参加者の皆様

経験者が多く手際よく仕上げた

12月 9日の参加者の皆様

穂先が徐々に短くなるよう吟味して選別
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令和７年４月採用の職員を募集します！

心配ごと相談・無料弁護士相談日程のご案内心配ごと相談・無料弁護士相談日程のご案内

ふれあいホーム薬研淵に福祉車両を整備

　生活を送るなかで日々様々な困りごとや心配ごとがあるものです。その中には最も身近な家族やご近所さん

だからこそ相談しづらいことや、どこに行けば専門的に対応してくれるのかがよく分からないこともあります。

相談とまではいかないのだけれど、ちょっと話を聞いて欲しいということもあると思います。

　また、遠野ひまわり基金法律事務所の協力を得て、無料弁護士相談も実施しています。一人で悩まずにお気

軽にご相談ください。

７

心配ごと相談心配ごと相談
♢遠野地区：遠野総合福祉センター相談室
日時 ： ２月７日（金）、21 日（金）
　　　３月７日（金）、21 日（金）
　　　午前 10 時～午後 4時
　　　☎ 0198-62-9260

♢宮守地区：宮守福祉センター相談室
日時：２月 19 日（水）、３月 19 日（水）
　　　午前 10 時～午後 3時
　　　☎ 0198-67-2833

無料弁護士相談【要予約】無料弁護士相談【要予約】
♢遠野市総合福祉センター相談室
日時：２月 ３日（月）午前 10 時～午後 5時
　　　３月 21 日（金）午前 10 時～午後５時

♢宮守福祉センター相談室
日時：２月 19 日（水）午前 10 時～午後 5時

※一人 30 分から 1時間以内となります。
【予約・問い合わせ】遠野市社会福祉協議会
　地域福祉課　　　　☎ 0198-62-8459
　宮守福祉センター　☎ 0198-67-2833

採用試験日：随時実施します。

募 集 締 切：２月 14日 ( 金 ) まで

　　　　　　（定員になり次第終了します。）

※　資格をお持ちでない場合は、一度ご相談ください。

※　非常勤職員は随時募集を行っております。

　12月３日、公益財団法人 JKA様より競輪とオートレース

の補助事業により助成をいただき、車イスのままでも乗降

可能な福祉車両を整備しました。

　利用者がこれからも安心して施設に通うことができるよ

う活用していきます。

【問い合わせ】
総務企画課 ☎ 0198-62-8459

雇用形態 資格要件等 職種

正職員

相談員
社会福祉士、又は
社会福祉主事

生活相談員
社会福祉士、又は
社会福祉主事

介護職員
（デイサービスほか）

介護福祉士
※資格取得見込み含む

　右記以外の職種の募集も行ってお

り、詳細は QR コードからご確認いた

だけます。
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宮守地区民生児童委員協議会　様

50,000 円


